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テハ台湾ノ土語ヲ、 発音ノマヽニ写シテ、 広ク思想ヲ通ズル利器トナルニ至ラパ、 日本
ノ仮名ハ言語ノ機関トシテ満足二其職務ヲ尽シタルモノトイフヲ得ルニ至ルペシ。

















セシメタルモノハ、 前二学務謀二於テ製定シタル、 十五音字母表、 及字母詳解二出タル仮字ナリ
トス。」となっている。（下線は節者。）














キ、 談話記写共二達意ヲ主トスルモノナレバ、 仮名逍法ヲ文章二用井ルトイフ意見トハ、 少























(Ilヽ）111900: 37、I卜）111902: 58) 
なお、 小川の表音主義の精神と実用性重視の精神は、 林2006b、 林2007で述べてきたこと
からも確認できる。
例えば、 林2006bで述べたように、「日台大辞典』の日本語の採録状況、 用例、 語釈には、
台湾での日常生活における実用性への配感が見られる。 また、「日台大辞典」には愛媛方言


















諸疑問」としてまとめられ、 同会のその後の会合で決議が行われた。 そのうち、 表音主義、
実用性の精神が伺われるものを以下に示す（「国語研究会会報」第1号p77-79による）。




十二、 拗音ノや行ノいhわ行ノゑニテ成レル楊合ハ、 明二発音シ分クベキカ、 将通例ニ
従ヒテ、 取除ニスペキカ。



























読本』(1901-1903)の仮名遣いの拠り所となった 1 。 それほど小川は、 台湾での「国語」教















ツとフランスに留学した。帰国後、 帝国大学教授となり、 栂言学講座を担当して、 西洋言語
学の新知識を伝授し、 数多くの優れた弟子を育てた。小川尚義も、 上田の蕉淘を受けた弟子
の一人である。







語につき、 一言せしめたまへ。 予は此点に就ては、 現今の束京語が他日其名脊を享有す




由三郎が、「日本語学一斑」 (1890) で用いたのが古く、 国語学者上田万年が、「標準語に就




・小川1900「仮名遣二関スル網」p25、 小Jll1902 「国民読本参照仮名遣法」 p35
今日本国二於テ其ノ範囲ノ最モ広ク、 其勢カノ最モ大ナル此喪京語ヲ取リ来リテ、 談話









れを、台湾での「国語」教育で教授するべきだと主張した。 なお、 小川は、 発音のままに
記す「記音仮名」で表記する上では、 東京語に制限を加える必要があるという主張も行っ
ている。 例えば、 東京語の「ヒ」と「シ」の混同について、「棉準語夕）レ東京語トシテハ、
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は旧来の字音仮名辿の如きは、 非常に必要なものである、 と斯う云ふ事を首ッて届る。
頷論は一応は尤もの様だか、 併ながら智識は中 教育以上を受けられる人にロッて




いる。 また、 上田1905では、 漢字と歴史的仮名追いは、 中等教育以上では投成する価佑があ
























しかし、 両氏の意見は、 すべてにおいて一致していたというわけではない。 日本語の仮名
造いの改普方法については、 意見が一致しなかった。
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旧例を破るべからず」と述ぺていた。 しかし、 その後は、 下記のように、 日本語仮名追いを




・上田 1916 「国語学の十講J pl86-187
私は漢字を排斥し国語を諒皿し、 同時に其の国語を羅馬字と云ふ滸物を以て包んで、 之
を世界の広場へ提供したいと云ふ事を考へるのである。




法ノ甚シキモノトイハザルヲ得ザルナリ。」（小川 1900 : 20--21 、 小川 1902 : 18) と述べてい
る。 そして、台湾での「国話」教育では、 発音のままに記す「記音仮名」を採用すべきと主
張している。 しかし、 氏はあくまでも日本諾仮名逍いを表音的に改笹することをH指してお
り、 仮名文字の代わりにロ ー マ字を用いるという考えは持っていなかった。
4. おわりに
本税では「記音仮名」と「台湾土語記音仮名」についての小川尚義の考えから、 小川尚義
の言語研究観は極めて表音主義、 実用性重視である結果を得た。 また、 日本語仮名逍いに対
する小川尚義と上田万年の主張から、 表音主義、 実用性煎視の小／1|尚義の言語研究観は帝国
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